
近年，肺癌診療は目覚しい進歩を遂げている．今回はこの分野で活躍されて

いる7人の先生方に肺癌診療の現状と今後の展望をまとめていただいた．

大田修二先生らは，肺癌の最新の診断手段を概括しておられる．MDCTは

multiplanar reconstruction(MPR)によって様々な方向からの断面を作成で

き，気道・血管と腫瘤の関係などを詳細に把握できる．またMRIは肺癌の縦

隔・大血管への浸潤の程度を評価するのに有用であり，PETは縦隔リンパ節

転移や遠隔転移の検索能に優れ，病期の診断に優れているとしておられる．

坪井正博先生らは，外科標準術式，胸腔鏡手術，縮小手術，拡大手術，小細

胞肺癌の手術適応に関して現状と今後の課題について述べられている．さら

に，外科療法術後の補助化学療法に関してエビデンス，診療ガイドラインにお

ける位置付け，個別化治療への展望などに触れられている．

西村恭昌先生は，限局型小細胞肺癌に対しては加速過分割照射による同時化

学放射線療法を行い，完全緩解例には予防的全脳照射を施行することが最も良

いとされている．また，非小細胞肺癌 期に対しては定位放射線治療が良い成

績を挙げ，局所進行例に対しては3次元体照射で線量増加を図ることを推奨さ

れておられる．

米谷卓郎先生らは， 期非小細胞肺癌に対する集学的治療に関して，切除可

能局所進行例では外科切除の術前に化学療法や化学放射線療法を導入するこ

と，切除不能例では患者のPSの良好な場合には化学療法と放射線療法の併用

が標準治療であるが，高齢者・全身状態不良例の治療に関しては今後の課題で

あるとされている．

西島伸彦先生らは，小細胞肺癌，非小細胞肺癌の化学療法に関して，プラチ

ナ製剤であるCDDPを中心としたレジメンが標準的であるが，高齢者などに

対しては，CDDPより負荷の少ないCBDCAや分子標的薬を含む非プラチナ

製剤を中心としたレジメンが推奨されること，治療法選択の個別化の進展が重

要であることなどを述べておられる．

井上彰先生らは，EGFR阻害剤，VEGF阻害剤，IGF-R1阻害剤などの分

子標的薬はNSCLC治療において標準治療となりつつあり，一部の患者に著

明な腫瘍縮小効果を認めるという薬剤も多く，gefitinibに代表されるような

効果予測因子を基にした個別化治療への方向性が理想的であるとされている．

山下要先生らは，近年肺癌治療のなかで重要な位置を占めつつある外来化学

療法室(または部)設置の効果として，患者が閑静で快適な環境で外来治療を受

けられること，レジメンをある程度統一化することによって主治医の意識改革

ができること，医師・看護師・薬剤師などのチームワーク医療のモデルケース

となりえることなどを挙げておられる．

患者の予後を改善させるエビデンスが次々と出つつある肺癌診療は，若い医

師にとって魅力的な分野になりつつある．この特集は肺癌診療の将来を展望す

る大きな力となると考える． (三嶋理晃)
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